
2009 年京大理甲□1  

問 1 

),2,0(),,0,3( aOGaOE  とすると )6,3,2( aaOGOE   

3 点 GEO ,, を含む平面に垂直なベクトルの 1つは、 )6,3,2(  aak であるから、 

),0,0( aD を通り、 k に平行な直線上の点は、
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とおける。 

これが BC上にあるとき 320 ≦≦ at  ──① 23 at  ──② 06  ta  ──③ 
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0a より 2a  ……(答) P の座標は 
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問 2 

nk≦≦1 とする。 k 回目の試行を行う前、袋には、白玉 2個、赤玉 k 個が入っている。 

k 回目の試行において、玉の取り出し方は
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Ck 通りで、成功する取り出し方は 1通り。 

 

11 nk≦≦ のとき、 k 回目の試行で失敗する確率は、余事象より 
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1n 回目まで失敗する確率は 
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k 回目の試行で成功する確率は、
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であるから、求める確率は 
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)4,2,0(),4,0,3( tQsP と表せる。 

)4,2,0(),4,0,3( tOQsOP  とすると )3,6,4(2 tsOQOP   

3 点 QPO ,, を含む平面に垂直なベクトルの 1つは、 )3,6,4(  tsk であるから、 

)4,0,0(D を通り、 k に平行な直線上の点 R は、
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とおける。 

AC上の点 ),,( zyx は、 0,30,632  zxyx ≦≦ を満たす。 

R が AC上にあるとき、 0z より 034  u  
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このとき、 x座標 s
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、 y 座標 t8 について 683
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0  tss≦  
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s のとき 0t であり、 10  t より
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0  s のとき、
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0  t となるから、
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0  s のとき、常に 10  t を満たす。 

求める条件は 93616,
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